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Ⅰ. 会社概要と市場動向
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本社 東京都中央区日本橋本石町三丁目3番14号

事業内容 電⼒⾃由化の流れの中で、新電⼒として電⼒⼩売を中⼼として展開

代表者 代表取締役社⻑ 渡邉 博、代表取締役副社⻑ 本名 均

設⽴ 1999年12月

資本⾦ 990百万円（2014年9月30日現在）

連結子会社 イーレックスニューエナジー株式会社、イーレックスニューエナジー佐伯株式会社

従業員数 連結：44名 ／ 単体：31名（2014年9月30日現在）

経営理念 社員は、絶え間ない挑戦と⾃らの強みを活かし、企業の発展を促し、
社会の生活向上に貢献します

会社概要
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会社沿革

872店

2,373件

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

代理店数 需要家件数

01年1月 経済産業省へPPS届出

99年12月 日短エクスコ㈱が事業多角化の一環として、
電⼒事業を⾏う子会社として設⽴

00年4月 新電⼒（PPS）制度開始

01年4月 九州地区で⼩売開始
01年11月 関東地区で⼩売開始

03年3月 JEPX（日本卸電⼒取引所）設⽴
04年6月 GCE五井発電所からの調達開始

05年4月 卸取引開始
10年2月 東北地区で⼩売開始

12年7月 FIT（固定価格買取）制度開始
12年4月 発電事業を⾏うため子会社設⽴（⼟佐）

13年6月 ⼟佐発電所商業運転開始（FIT制度活⽤）

14年7月 発電事業を⾏うため子会社設⽴（佐伯、2016年操業予定）

02年7月 五井コーストエナジー株式会社 (ＧＣＥ) 設⽴
※ ㈱日⽴製作所、チッソ石油化学㈱、イーレックス㈱による出資

14年4月 中部地区で⼩売開始

15年春 関⻄地区で⼩売開始予定
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業績の推移

単位：百万円 単位：百万円経常利益売上高
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IRR15%の投資基準を堅守し、⾼い利益率を実現

30.7%

22.9% 25.1% 26.5%
⾃⼰資本利益率

15,311

卸売
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電力市場の動向

（兆円、¥/kWh）

（出所）経済産業省資源エネルギー庁「電⼒調査統計」、電気事業連合会「電⼒統計情報」

電⼒市場規模推移（10電⼒計） 新電⼒社数の推移
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Ⅱ. 当社の特⻑
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当社の特長

競争⼒のあるベース電源
POINT 1 

機動的な販売戦略POINT 2

短資会社由来のディーリングノウハウPOINT 3
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当社を取り巻く電力の流れ

燃料 最終需要卸売

(注1) PPS: Power Producer and Supplier
(注2) ・・・主要な電⼒の流れ ・・・補助的な電⼒の流れ
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工
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）

特別高圧・高圧分野に販売
低圧分野は2016年⾃由化予定

自社発電事業
（イーレックスニューエナジー

株式会社 ⼟佐発電所）

発電事業者
太平洋セメント

東燃ゼネラル石油、
電源開発（J-POWER)

東芝グループ
日⽴グループ 他

発電

イーレックス

一般電気事業者
（既存の電⼒会社）

代
理
店

PPS

石炭
オフガス

PKS（椰子殻）

LNG・石炭
石油等・⽔⼒
原子⼒

日
本
卸
電
⼒
取
引
所
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競争力のあるベース電源

⾼い収益性を誇るバイオマス発電

C重油

LNG

一般炭

FIT適⽤
PKS

• FIT（固定価格買取制度）を活⽤したバイオマス発電により、高い収益性を実現
• 日本で初めてPKS（パーム椰子殻）を主燃料とした発電を開始、安定操業に成功

燃料別の粗利（試算）電源構成比

石炭・オフガス

⽊質燃料
（PKS等）

LNG
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競争力のあるベース電源（自社保有）

イーレックスニューエナジー（ENE）⼟佐発電所
所在地 高知県高知市 燃料 PKS(パーム椰子殻)

発電方式 バイオマス発電方式 出⼒ 定格出⼒ 2.95万kW

FIT認定の⽊質バイオマス発電所一覧（2014年3月現在稼働分）

0.03万kW

0.03万kW

0.15万kW

0.57万kW

0.57万kW

2.95万kW

栃⽊県那須塩原市 (一般⽊質)

沖縄県石垣市 (建設廃材)

⻑野県⻑野市 (未利⽤⽊質)

大分県日田市 (未利⽤⽊質)

福島県会津若松市 (未利⽤⽊質)

高知県高知市 (一般⽊質) イーレックスニューエナジー（ENE）⼟佐発電所

（出所）資源エネルギー庁 ▲ ⼟佐発電所外観

大型バイオマス発電所の
安定稼働ノウハウ蓄積

• 我が国初のPKS発電プラント

• 常に一定の発電量を維持できるため、ベース電源としての優位性を持つ

• 太平洋セメント⼟佐工場（現在はセメント生産を中⽌）内に⽴地

• ⼟佐工場のインフラや人材（OB社員等）を利⽤

PKS 太陽光

時間

発
電
量

発
電
量

時間
インバランスコスト低 ⾼

安定操業 不安定操業
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競争力のあるベース電源（自社保有）

PKSの燃料としての性質 ▼ PKS

� PKSはPalm Kernel Shell（パーム椰子殻)の略
� パーム果実の種から核油を搾油した後の殻
� 殻は硬質であり、重量当たりの熱量が高い（3,500kcal/kg前後）
� ⽔分率については20%前後と、他のバイオマス燃料に比べて低い
� 問題点は異物の混⼊ ⇒ PKS置場において、篩（ふるい）による異物除去を実施

インドネシア

マレーシア

輸出国輸出国 輸⼊国輸⼊国

供給 （1,000万トン超/年が続く⾒通し） 需要 （約100→300万トン/年の⾒通し）

需給環境

日本

韓国

シンガポール

タイ

＞

需要は増えるものの、供給超過は続く⾒通し
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低コストの購入電源
• オフガスや石炭⽕⼒など低コストの安価な電源を購⼊
• 資本関係を構築することで、Win-Winの関係を構築

競争力のあるベース電源（外部購入）

イーレックス

太平洋セメント

日⽴製作所

東芝

東燃ゼネラル石油

電源開発（J-POWER)

低コスト電源の安定調達

資本関係

電源調達先

運転中・休⽌中設備の有効活⽤支援
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機動的な販売戦略

独⽴系ならではの自由度の⾼い販売戦略
• 徹底した収益性重視の観点から採算の高い（＝負荷率の低い）⺠間⼩規模顧客を優先
• 他の新電⼒よりも高く、既存の電⼒会社よりも低い価格で販売

負荷率と電気料⾦

時間

使
⽤
電
⼒

時間

使
⽤
電
⼒

契約電⼒ 契約電⼒

負荷率：高 負荷率：低

契約電⼒ 基本料⾦
1kW 2,000円

使⽤量 従量料⾦
200kWh 2,000円

販売単価
(2,000+2,000)/200 = 20円/kWh

契約電⼒ 基本料⾦
1kW 2,000円

使⽤量 従量料⾦
400kWh 4,000円

販売単価
(2,000+4,000)/400 = 15円/kWh

（注）負荷率＝年間使⽤電⼒量÷契約電⼒×24h×365日

負荷率と販売単価

負荷率(%)

東京電⼒

eREX単価

⼊札単価（実勢）

新電⼒平均
A

B

(¥/kWh)

販
売
単
価 イーレックス

既存電⼒会社

⺠間顧客への販売単価

官公庁顧客への販売単価（⼊札）

高低



Copyright © eREX CO.,Ltd. All rights reserved. 15

収益性を重視した代理店制度による販売網
• 負荷率の低い顧客は⼩規模であるため、代理店制度により販売網を拡充
• 電気主任技術者の活⽤により、顧客の信頼獲得
• 官需から⺠需へ販売戦略をシフト

872

28%
34%

62%

83% 85%
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⺠需比率(契約kWベース)

（出所）富士経済（2013/10）、当社集計

代理店数と⺠需比率の推移負荷率と顧客規模

0

200

400

600

800

1,000
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需
要
家
平
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電
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新電⼒主要9社

イーレックス

負荷率
（出所）当社集計

機動的な販売戦略

(kW)
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⽇本卸売取引所の有効活⽤による利益の極⼤化
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eREX 卸売比率

eREX以外PPS 卸売比率

約定平均単価(右軸)

短資会社由来のディーリングノウハウ

取引所電⼒価格と卸売比率の推移

（出所）日本卸電⼒取引所、資源エネルギー庁

（¥/kWh)
• 当社は安定的ベース電源を保有していることで、
弾⼒的な運⽤と利益の最大化が可能

• 他の新電⼒（PPS）の多くは安定的ベース電源を
持たず、供給不⾜を取引所からの購⼊に依存

• 当社は価格に応じて、⼩売と卸売の比率を
変化させてきた(右グラフ参照）

• 全面⾃由化に向けて「1時間前市場」の創設が
検討されており、事業機会の増大に寄与

需給調整能⼒
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Ⅲ. 成⻑戦略
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低コストのベース電源を増量

代理店営業による部分供給顧客の獲得

バイオマス発電所の建設

成長戦略のポイント

PKSの安定調達

エリア拡⼤による新規顧客の獲得
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電力自由化の流れ

特別高圧 高圧 低圧

大型工場・オフィス 中⼩工場・スーパー 一般家庭・商店

販売可能 現在販売不可
（2016年4月⾃由化予定）

販売可能○ ○ ×

2000年4月~ 2004年4月~ 2016年4月~

受電電圧

20,000V以上 6,000V以上 100~200V

需要規模

2,000kW以上 50kW~2,000kW 50kW未満

⾃由化拡大

⾃由化の範囲

特別高圧分野
27%

高圧分野
35%

低圧分野
38% 電⼒

需要量
8,709
億kWh
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現在 将来

太陽光 風⼒
⽔⼒ バイオマス
石炭・オフガス LNG

低コストのベース電源を増量
• バイオマス発電所の新設により、安定的な⾃社ベース電源を増量する計画
• 他社からの電⼒購⼊も増加させる計画
• FIT制度によるバイオマス燃料、低コストの石炭⽕⼒を主燃料とする電⼒を購⼊する計画

成長戦略

電源調達計画イメージ

その他
電源

安価な
ベース電源
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バイオマス発電所の新設
• ⼟佐に続き、大分県佐伯にPKSを燃料とするバイオマス発電所を建設中
• 近隣の佐伯市⼥島地区に我が国初のPKSセンターを設置予定
• その後も同様のバイオマス発電所への投資を継続予定。IRR15%以上を計画

成長戦略

佐伯プロジェクト概要

イーレックスニューエナジー佐伯㈱
所在地 大分県佐伯市 燃料 PKS(パーム椰子殻)
発電方式 バイオマス発電方式 出⼒ 定格出⼒5万kW(予定)

運転開始 2016年秋 投資額 167億円

• 太平洋セメント大分工場佐伯プラント（現在はセメント生産を中⽌）内に⽴地

• 循環流動層タイプのバイオマス発電設備（ENE⼟佐と同タイプ）を新設

• ENE⼟佐の稼働で獲得したPKS発電の運転技術と燃料調達のノウハウを継承

• 佐伯工場のインフラ（受変電設備や冷却ライン等）を利⽤可

• 東芝グループ（20%出資）、東燃ゼネラル石油（10%出資）との提携強化

• PKSセンターを活⽤した燃料調達により、⼟佐、佐伯の両発電所の安定操業を維持

佐伯発電所

⼥島地区
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PKSの安定調達

成長戦略

• 阪和興業、サムスン物産、太平洋セメントとの資本関係強化
• 我が国初のPKSセンターを設置予定
• PKSの安定調達により、⼟佐、佐伯の両発電所の安定操業を維持

機能 ⾃社在庫の管理だけでなく、他社への供給や場所貸しも実施

イーレックス

阪和興業

サムスン物産

太平洋セメント

伊藤忠商事

安定調達

資本関係

PKS調達先

PKSセンター(予定)
アライアンス アライアンス
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代理店営業による部分供給顧客の獲得
• 部分供給により収益性の高い（負荷率の低い）契約が可能に
• 部分供給による市場の拡大を機会と捉え、代理店営業を強化

成長戦略

部分供給の仕組み

時間

使⽤電⼒

契約電⼒

負荷率：中

全
量
供
給

使⽤電⼒

契
約
電
⼒

（イ
ー
レ
ッ
ク
ス
）

負荷率：高
部
分
供
給

契
約
電
⼒

（既
存
電
⼒
会
社
）

時間

部
分
供
給

負荷率：低

収益性の高い⼩規模な契約

当社がターゲットとする
顧客層の拡大

代理店制度による
裾野の広い顧客獲得
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エリア拡⼤による新規顧客の獲得

成長戦略

• 上場による知名度・信⽤⼒の向上を活かし代理店網を拡充
• 2015年春には関⻄地区での⼩売開始予定

供給先エリア

供給決定エリア（関⻄）

株式上場

収益拡大

代理店網拡充 新規電源への投資

知名度・信⽤⼒向上 資⾦調達
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成長のイメージ

上場
完全⾃由化

⼩売
（高圧分野・特別高圧分野）

卸売
（取引所向け）

⼩売
（低圧分野）

時間

収益

2014.12 2016.4

⼟
佐
発
電
所

佐
伯
発
電
所

（新
設
）

（新
設
）
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Ⅳ.業績の推移
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(単位：百万円、下段は構成比)

2013年3月期
2014年3月期 2015年3月期予想

前年比 前年比

売上高 12,428
(100.0%)

15,311
(100.0%) +20.3% 16,898

(100.0%) +10.4%

電⼒⼩売 5,957
(47.9%)

7,597
(49.6%) +27.5% - -

電⼒卸売 6,470
(52.1%)

7,713
(50.4%) +19.2% - -

売上総利益 2,147
(16.9%)

2,684
(17.5%) +25.0% - -

営業利益 1,159
(9.1%)

1,407
(9.2%) +21.4% 1,530

(9.1%) +8.7%

経常利益 1,164
(9.1%)

1,390
(9.1%) +19.4% 1,302

(7.7%) ▲6.3%

当期純利益 679
(5.3%)

815
(5.3%) +19.9% 916

(5.4%) +12.4%

損益計算書の概要

2015年3月期
第2四半期累計

7,762
(100.0%)

4,940
(63.6%)

2,281
(36.4%)

1,180
(15.2%)

753
(9.7%)

734
(9.5%)

513
(6.6%)
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(単位：百万円、下段は構成比)

2013年3月期
2014年3月期

前年増減額

流動資産 4,390
(78.6%)

5,272
(53.5%) 881

固定資産 1,195
(21.4%)

4,588
(46.5%) 3,393

資産合計 5,586
(100.0%)

9,861
(100.0%) 4,275

流動負債 1,470
(26.3%)

2,606
(26.4%) 1,135

固定負債 1,409
(25.2%)

3,799
(38.5%) 2,390

負債合計 2,879
(51.5%)

6,405
(65.0%) 3,526

純資産合計 2,706
(48.5%)

3,455
(35.0%) 748

負債・純資産合計 5,586
(100.0%)

9,861
(100.0%) 4,275

貸借対照表の概要

2015年3月期
第2四半期末

5,351
(47.8%)

5,845
(52.2%)

11,196
(100.0%)

3,005
(26.8%)

3,575
(31.9%)

6,580
(58.8%)

4,615
(41.2%)

11,196
(100.0%)
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2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
第2四半期累計

営業キャッシュ・フロー 584 845 846
税⾦等調整前当期純利益 1,164 1,389 734
減価償却費 14 486 252
売上債権の増減額（△は増加） 104 ▲407 188
たな卸資産の増減額 - ▲183 ▲50
仕⼊債務の増減額（△は減少） ▲79 299 31
法人税等の支払額 ▲775 ▲421 ▲386
投資キャッシュ・フロー ▲1,050 ▲3,280 ▲752
有形固定資産の取得 ▲541 ▲2,997 ▲749
財務キャッシュ・フロー 1,224 1,848 408
現⾦及び現⾦同等物の期⾸残高 2,309 3,068 2,481
現⾦及び現⾦同等物の期末残高 3,068 2,481 2,983

キャッシュフロー計算書の概要

(単位：百万円)


